
    

ボーイスカウト浜松地区 

コミッショナー活動方針 
２００７年（平成１９年）７月１１日 

ボーイスカウト浜松地区 

地区コミッショナー 西村清矢 
 
スローガン 

 「高潔なる強者（つわもの）」を育てよう 
    ・スカウトはＲＳになって一人前 

     （自立した若者） 

 

方針 

１：見える一貫教育（進歩制度） 
 ・見える富士 

 ・見える菊 

 ・見えるスーパーカブ 

   →あこがれの存在作り 

    →→顕彰は 年少スカウトの前で！ 

 
２：小集団活動の活性化 

 ・自発活動 
  →班集会、組集会の定期開催 

    →→隊集会は、（４組、３班以上での）競い合い！ 

                  ←自隊だけで出来なければ、合同隊集会も有り 

 
３：自然にふれあう、非日常的で楽しい活動 

 ・達成感のある活動 
  →部門別プログラムデータベース作り 

   →→（１４×３）４２例＝３年間のプログラム 
 



    

ボーイスカウト浜松地区 

教育部門 ガイドライン 
２００７年（平成１９年）７月１１日 

ボーイスカウト浜松地区 

地区コミッショナー 西村清矢 
 

１：安全第一 
 ☆自分の安全は、自分で守る！ 

  ・・・事が出来るよう、スカウト活動を展開する 

  ・・・事が出来ない場合に備え、対応を事前に確認する 

     →実施計画と安全対策計画書は安全確保の第１歩 
 

２：楽しい（達成感のある）本物の活動を展開しよう 
 ☆達成感は、自発活動から！ 

  ・・・得られるように、スカウト活動を展開する 

  ・・・自発活動だと思わせる、準備・仕掛け 
 

３：指導者 も 進歩しよう 
 ☆スカウトの進歩は 指導者の達成感 

  ・・・基本（当該部門ＷＢ研修所）を知らずに、スカ

ウトの進歩を図れない 

  ・・・進歩（ＷＢ研修所ボーイ部門、年長部門）を知

らずに、スカウトの進歩を図れない 

  →１年に１度は地区定形外訓練参加 

   →２年に１度は研修所参加 

    →隊長２年で実習所参加 

     →隊長の責務は、次の隊長を育てる事 
 

４：すばらしいスカウト活動実体をＰＲしよう 
 ☆スカウト活動の価値を地域社会にＰＲ 

  ・・・第３者の比較に耐えられる、スカウト活動 

     →ＰＲの第１歩は 保護者へ（保護者会） 

      →ＰＲの第２歩は 学校関係者（課外活動報告） 
        


